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かぜが流行
りゅうこう

しています 

本校
ほんこう

では、かぜ症
しょう

状
じょう

（のどの痛
いた

み・鼻
はな

水
みず

・咳
せき

など）がある生
せい

徒
と

が増
ぞう

加
か

しており、インフルエ

ンザ B型
がた

に罹
り

患
かん

した生
せい

徒
と

も数
すう

名
めい

でています。 住
すみ

之
の

江
え

区
く

内
ない

の他
た

の小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こ う

においても同
どう

様
よう

で、感
かん

染
せん

症
しょう

の流
りゅう

行
こ う

シーズンとなっていますので、手
て

洗
あら

いや換
かん

気
き

など感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さ く

をしっか

り行
おこな

いましょう。 

咳
せき

や鼻水
はなみず

はなぜ出
で

るのか？ 

病
びょう

原
げん

体
たい

（ウイルスや細
さい

菌
きん

）がのどや鼻
び

腔
く う

の粘
ねん

膜
ま く

にくっついて症状
しょうじょう

が出現
しゅつげん

することを、い

わゆる「かぜ」といい、正式
せいしき

な呼
よ

び名
な

は「かぜ症候群
しょうこうぐん

」です。 ほかにも急
きゅう

性
せい

上
じょう

気
き

道
どう

炎
えん

・感
かん

冒
ぼう

と呼
よ

ばれることもあります。 なぜ、かぜの時
とき

に咳
せき

や鼻
はな

水
みず

がでるかと

いうと、病
びょう

原
げん

体
たい

が口
く ち

や鼻
はな

から入
はい

り込
こ

んできた時
とき

、のどや鼻
び

腔
く う

の粘
ねん

膜
ま く

から粘
ねん

液
えき

を出
だ

して病
びょう

原
げん

体
たい

を包
つつ

み込
こ

み、咳
せき

や鼻水
はなみず

といった形
かたち

で体
からだ

の

外
そと

に排出
はいしゅつ

しようとするためです。  

鼻
はな

水
みず

をかまずに吸
す

っていると、のどの方に送
おく

り込
こ

まれ、のどでウイルスが

増
ぞう

殖
しょく

してしまいます。 また、鼻
はな

は耳
みみ

にもつながっているので中
ちゅう

耳
じ

炎
えん

になった

り、副
ふく

鼻
び

腔
く う

（鼻
はな

の周
まわ

りにある空
く う

洞
どう

）に膿
うみ

がたまると副
ふく

鼻
び

腔
く う

炎
えん

（ちくのう症
しょう

）に

なったりすることもあります。 耳
みみ

の痛
いた

み、ひどい鼻
はな

づまり、頬
ほお

のあたりの痛
いた

み

などがある場
ば

合
あい

は耳
じ

鼻
び

科
か

を受
じゅ

診
しん

することをおすすめします。 

 

 

 

 

 

 

 

感
かん

染
せん

性
せい

胃
い

腸
ちょう

炎
えん

にも注
ちゅう

意
い

！ 

感
かん

染
せん

性
せい

胃
い

腸
ちょう

炎
えん

は、手
て

についたウイルスが口
く ち

や鼻
はな

を通
つう

じて体
たい

内
ない

に入
はい

ることによって感染
かんせん

したり、嘔
おう

吐
と

物
ぶつ

や便
べん

などに含
ふく

まれるウイルスが空
く う

気
き

中
ちゅう

に漂
ただよ

ってそれを吸
す

い込
こ

むことで感
かん

染
せん

したりします。  

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

原
げん

因
いん

となるウイルスの一
ひと

つである『ノロウイルス』は、手
しゅ

指
し

アルコール消
しょう

毒
どく

では死
し

滅
めつ

で

きません。 最
もっと

も効
こ う

果
か

があるのは手
て

洗
あら

いで、ウイルスを洗
あら

い流
なが

してしまうことです。 石
せっ

鹸
けん

を

使
し

用
よう

すると、石
せっ

鹸
けん

に含
ふく

まれる界
かい

面
めん

活
かっ

性
せい

剤
ざい

の分
ぶん

子
し

が病
びょう

原
げん

菌
きん

のついた皮
ひ

脂
し

を捕
つか

まえ、それが

水
みず

と結
むす

びついて浮
う

かびあがり、洗
あら

い流
なが

されるそうです。  

特
と く

にトイレのあとや給
きゅう

食
しょく

の前
まえ

にはしっかりと手
て

を洗
あら

いましょう。 給
きゅう

食
しょく

で、パンなど手
て

で持
も

って食
た

べる献
こん

立
だて

の日
ひ

は特
と く

に注
ちゅう

意
い

です。  

また、友
とも

達
だち

とハンカチを貸
か

し借
か

りしている様
よう

子
す

をたまに見
み

かけます

が、感
かん

染
せん

症
しょう

予
よ

防
ぼう

のためハンカチの共
きょう

用
よう

はやめてください。 それに、手
て

が濡
ぬ

れたままで放
ほう

置
ち

すると肌
はだ

が乾
かん

燥
そう

し、皮
ひ

膚
ふ

のバリア機
き

能
のう

が落
お

ちてあかぎれやひび割
わ

れになってしまうこと

につながります。 清
せい

潔
けつ

なハンカチで手
て

を拭
ふ

き、感
かん

染
せん

症
しょう

予
よ

防
ぼう

・スキンケアを行
おこな

いましょう。 

 

「咳
せき

エチケット」をこころがけましょう 

★ 咳
せき

やくしゃみをするときは、人
ひと

から離
はな

れて顔
かお

を背
そむ

ける 

★ ハンカチやティッシュまたは肘
ひじ

の内
うち

側
がわ

で口
く ち

と鼻
はな

を覆
おお

う 

★ 使
し

用
よう

したティッシュはすぐにゴミ箱
ばこ

に捨
す

て、手
て

をよく洗
あら

う 
 

くしゃみや咳
せき

の飛
ひ

沫
まつ

は、最
さい

大
だい

２ｍ飛
と

ぶと言
い

われています。 飛
ひ

沫
まつ

を飛
ひ

散
さん

させないように、

「咳
せき

エチケット」を心
こころ

がけてください。 


